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ReWew
五
島
列
湯
福
江
島
の
束
シ
ナ
海
に
突

き
缶
た
え
分
半
島
の
突
瑞
に
空
海
の
石

後
が
立
う
て
い
る
。律
大
な
先
人
の
「辞

本
涯
」
の
碑
を
殿
初
だ
見
た
時
の
感
動

を
忘
れ
ら
れ
な
い
。
ま
た

一
八
ｔ

一
年

に
、
上
海
と
の
翔
聴
ケ
ー
プ
ル
に
よ
っ

て
第

一
歩
を
印
し
た
国
際
通
信
の
起
点

も
長
崎
で
あ
っ
た
。
遣
唐
使
、
朝
鮮
通

信
複
、
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
給
も
必
ず
今
の

長
崎
県
の
地
を
通
っ
た
の
で
あ
る
。
世

界
と
過
去
に
つ
な
が
る
国
警
性
の
豊
か

幽
舶
唱
立

さ
で
長
崎
は
日
ネ
屈
指

の
県
な
の
だ
。
　

由
口

知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
名
が
ワ
　
つ

一わつ卜， 斃鰯
「の蝉縣宝確，時練婢軒　韓卿

事
を
知
る
人
は
少
な
い
。
こ
の
「土
と
」

パ
‘

を
愛
惜
し
た
九
山
妻
者

・
愛
入
の
歌
は
、
清
船

大
の
巨
艦
の
進
本
時
、
長
崎
港
の
水
位
　
粋
駆

は

一
時
的
に
上
昇
し
、
紺
岸
の
浪
ノ
千
　
Ｂ
陣

で
は
床
上
浸
水
が
発
生
し
た
。
「武
蔵
」

一目
口

―
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|

を
設
計
し
た
優
分
な
歳
師
、
建
逢
に
当

た
っ
た
不
屈
の
造
船
二
、
乗
Ｅ
Ｌ
た
人

び
と
、
「
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
愚
い
は

否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
決
し
て
な

い
」
と
い
う
指
摘
は
重
い
。

・７
世
紀
の
テ
ョ
コ
ン
ー
ト
（
コ
一コ
こ

カ
ッ
プ
だ
有
圏
続
が
多
か
っ
た
の
も
鷺

を
だ
。
長
崎

・
台
南

・
マ
ニ
ラ
経
由
で

ア
カ
プ
ル
コ
に
輸
鍵
さ
れ
植
員
地
ス
ペ

イ
ン
人
に
屈
け
ら
れ
た
の
だ
。
江
戸
時

代
長
崎
の
４
つ
の
町
空
闘
も
興
味
深
い
。

ｅ
町
人
や
地
役
入
、
②
長
崎
率
行
と
下

僚
た
ち
、
⑤
九
州
各
藩
威
屋
致
の
武
士
、

②
オ
ラ
ン
ダ
人
と
唐
入
。

隠
れ
キ
リ
ン
タ
ン
か
ら
原
爆
体
験
ま

で
歴
史
的
貌
訓
と
反
省
を
込
め
た
案
内

も
貴
重
で
あ
る
。
こ
の
懐
の
深
い
町
を

知
る
上
で
信
頼
で
き
る
案
内
書
が
出
た

の
な
縛
し
い
。
今
秋
の

「
く
ん
ち
」
な

ど
で
長
断
を
訪
れ
る
人
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
日
事
人
に
是
非
読
ん
で
な
し

い
本
で
あ
る
。
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